
8月19日・20日、3年ぶりに沼田町夜高あんどん祭りが開催され、JA北いぶきあんどん連として参加しました
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八
月
十
九
日
・
二
十
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
二
年
連
続
中
止

し
て
い
た
北
海
道
三
大
あ
ん
ど
ん
祭
り

の
一
つ「
沼
田
町
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
」

が
、
三
年
ぶ
り
に
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し

開
催
さ
れ
、
二
日
間
で
六
万
三
千
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
て
い
た
天
候
も
崩
れ
る
こ

と
は
無
く
、
町
内
を
あ
ん
ど
ん
が
練
り

歩
き
、
北
海
道
の
夏
の
終
わ
り
を
告
げ

る
道
内
唯
一
の
「
喧
嘩
あ
ん
ど
ん
」
と

し
て
勇
壮
華
麗
、
迫
力
の
あ
る
ぶ
つ
け

合
い
と
煌
び
や
か
な
山
車
が
沿
道
の
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

あ
ん
ど
ん
の
製
作
で
は
、
Ｊ
Ａ
職
員

の
応
援
と
青
年
部
盟
友
・
女
性
部
員
は

日
中
の
農
作
業
で
お
疲
れ
の
中
、
夜
中

に
集
ま
り
連
日
に
亘
り
約
三
カ
月
製
作

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
支
部
青
年
部
盟
友
、
女

性
部
員
、
役
職
員
等
が
参
加
し
て
、
大

小
二
基
の
あ
ん
ど
ん
を
は
じ
め
、
夜
高

踊
り
に
笛
や
太
鼓
を
奏
で
な
が
ら
町
内

を
練
り
歩
き
、夜
高
節
に
合
わ
せ
て「
ヨ

イ
ヤ
サ
ー
」
と
、
観
客
を
巻
き
込
ん
だ

囃
子
で
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ご

祝
儀
あ
ん
ど
ん
は
子
ど
も
達
に
大
人
気

で
、
写
真
撮
影
を
す
る
親
子
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
Ｊ
Ａ
・
役
場
・
商

工
会
・
自
衛
隊
の
大
型
あ
ん
ど
ん
四
基

が
駅
前
に
集
結
し
、
夜
高
節
の
掛
け
合

い
。
熱
気
と
興
奮
に
包
ま
れ
つ
つ
、
最

高
潮
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
内
ふ
る
さ
と
特
産
品

フ
ェ
ア
で
は
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
と
し
て

出
店
し
、
カ
ッ
ト
メ
ロ
ン
や
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
花
束
と
い
っ
た
管
内
農
産
品
を
販

売
し
ま
し
た
。

夜高踊りを披露するJA女性部の皆さん

あんどん後部からも客席を盛り上げました

令
和
四
年 

沼
田
町 

夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
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八
月
七
日
、
妹
背
牛
町
総
合
体
育
館

前
特
設
会
場
に
て
、「
も
せ
う
し
夏
祭

り
」
の
代
替
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
も
せ

う
し
町
民
焼
肉
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
に
つ
い
て
は
妹
背
牛

町
民
並
び
に
町
内
企
業
勤
務
者
に
限
定

し
た
開
催
と
な
り
一
五
〇
人
程
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
焼
肉
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
青

年
部
妹
背
牛
支
部
を
は
じ
め
、
町
内
団

体
が
や
き
と
り
や
か
き
氷
と
い
っ
た
出

店
を
行
い
、
飲
食
物
で
祭
り
に
活
気
を

あ
た
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
り
終
盤
に
は
豪
華
景
品
の

あ
た
る
抽
選
会
が
催
さ
れ
、
三
年
ぶ
り

と
な
る
妹
背
牛
町
の
夏
祭
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

八
月
十
二
日
、
妹
背
牛
駅
前
通
り
特

設
会
場
に
て
、
参
加
者
を
妹
背
牛
町
民

並
び
、町
内
勤
務
者
に
限
定
し
た
な
か
、

三
年
ぶ
り
と
な
る
「
も
せ
う
し
豊
年
盆

踊
り
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
妹
背
牛
支
部
の
青
年

部
・
女
性
部
と
妹
背
牛
支
所
職
員
が
参

加
。
青
年
部
の
皆
さ
ん
は
、
各
々
が
お

笑
い
芸
人
の
仮
装
で
参
加
し
、「
も
せ

う
し
こ
が
ね
太
鼓
」
に
合
わ
せ
た
見
事

な
踊
り
を
披
露
し
、
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
は
出
店
で
の
参
加
も

あ
り
、
か
ら
揚
げ
や
揚
げ
た
こ
焼
き
等

を
販
売
し
ま
し
た
。

抽選会でのJA青年部妹背牛支部　長谷支部長（写真：左） JA青年部妹背牛支部も出店

も
せ
う
し
町
民
焼
肉
ま
つ
り

３年ぶりの開催

も
せ
う
し
豊
年
盆
踊
り
大
会

JA青年部は今年も仮装で参加！ JA女性部とJA職員はおそろいの法被で参加しました
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秩
父
別
町
青
果
蔬
菜
園
芸
振
興
協
議
会
・
妹
背

牛
町
花
卉
蔬
菜
振
興
協
議
会
・
沼
田
町
蔬
菜
振
興

協
議
会
が
各
町
の
こ
ど
も
園
へ
地
場
産
の
野
菜
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
子
ど
も
達
に
地
場
産
の
野

菜
を
知
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
生
産
者
さ
ん
の
想

い
か
ら
、
メ
ロ
ン
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

な
ど
、
北
い
ぶ
き
管
内
の
主
な
蔬
菜
品
目
が
各
代

表
者
か
ら
手
渡
さ
れ
、
給
食
と
し
て
振
舞
わ
れ
ま

し
た
。

８月８日、
秩父別町青果蔬菜園芸振興協議会
宮西貴志会長（写真：右）

８月４日、
妹背牛町花卉蔬菜振興協議会
原  力哉会長（写真：右）

7月19日、沼田町蔬菜振興協議会　広田和行会長（写真：後列真ん中）

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

管
内
三
町
の
こ
ど
も
園
へ

野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
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七
月
十
一
日
、
北
育
ち
元
気
村
花
き

生
産
組
合
（
田
村
昌
之
組
合
長
）
は
、

地
場
産
の
花
を
地
域
住
民
の
方
々
へ

知
っ
て
も
ら
い
、
癒
し
を
届
け
る
目
的

で
、
令
和
二
年
よ
り
続
け
ら
れ
て
い
る

「
生
花
リ
レ
ー
」
の
取
り
組
み
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
管
内
で
は
、
田
村
組

合
長
・
各
支
部
長
を
中
心
に
、
Ｊ
Ａ
北

い
ぶ
き
本
所
、
秩
父
別
町
温
泉
ゆ
う
＆

ゆ
、
妹
背
牛
町
役
場
、
沼
田
町
役
場
へ

各
地
区
の
主
要
品
種
を
中
心
と
し
た
鮮

や
か
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が

贈
ら
れ
、
一
週
間
ほ
ど
の
期
間
で
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
日
、
北
育
ち
元
気
村
花
き

生
産
組
合
（
田
村
昌
之
組
合
長
）
は
、

北
空
知
広
域
連
花
き
セ
ン
タ
ー
集
荷
場

に
て
花
き
品
種
・
資
材
の
展
示
会
を
開

催
し
、
花
き
生
産
者
約
六
〇
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

種
苗
会
社
六
社
に
よ
る
花
き
品
種
の

展
示
で
は
、
ス
タ
ー
チ
ス
や
ダ
リ
ア
な

ど
北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合
で
定

番
の
品
種
が
多
く
揃
っ
て
い
ま
し
た
。

展
示
会
を
訪
れ
た
生
産
者
は
、
生
産
者

同
士
や
種
苗
会
社
関
係
者
と
多
く
の
意

見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

JA北いぶき本所に寄贈頂きました。北育ち元気村花き生産組合　田村組合長（写真：右から３人目）

色とりどりの鮮やかな花々が展示されていました

北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合

「
生
花
リ
レ
ー
」
で

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
寄
贈

北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合

  

花
き
品
種
・
資
材
展
示
会

組
合
員
交
流
会
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北
い
ぶ
き
管
内
で
は
七
月
中
旬
よ

り
、令
和
四
年
産
麦
の
収
穫
が
始
ま
り
、

七
月
二
十
一
日
に
妹
背
牛
麦
集
荷
調
製

施
設
、
二
十
二
日
に
沼
田
農
産
調
製
施

設
に
て
集
荷
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

品
質
・
歩
留
ま
り
に
つ
い
て
は
良
好

で
収
量
に
つ
い
て
は
、
平
年
並
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
刈
り
取
り
作
業
及
び
集
荷
作

業
は
八
月
上
旬
に
終
了
し
て
お
り
ま

す
。 令

和
四
年
産  

麦
の
収
穫
・
集
荷
が
行
わ
れ
ま
し
た

田中康雄さん圃場にて（秩父別地区・稲豊）

南裕之さん圃場にて（沼田地区・沼田西部） 集荷された麦のサンプルを採取するJA職員

堀田雄一さん圃場にて（妹背牛地区・妹背牛中央）
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八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
の
三

日
間
、
各
支
所
に
て
「
秋
ま
き
小
麦
播

種
前
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
令
和
五
年
産

秋
ま
き
小
麦
の
栽
培
に
向
け
、「
播
種

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
応
じ
た
適
正
播
種
量

の
目
安
」、「
越
冬
前
の
雑
草
対
策
・
病

害
防
除
」、「
倒
伏
対
策
」
等
に
つ
い
て

多
岐
に
渡
り
調
査
報
告
・
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
技
術
指
導
員
よ
り
、

「
秋
ま
き
小
麦
増
収
実
証
圃
か
ら
学
ぶ

追
肥
技
術
」
と
し
て
、
管
内
六
箇
所
の

実
証
圃
の
傾
向
か
ら
、増
収
に
向
け
て
、

越
冬
前
後
の
適
正
な
茎
数
確
保
を
目
指

し
た
追
肥
の
調
整
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
生
産
資
材
課
よ
り
、「
雪
腐

病
」
に
対
す
る
防
除
薬
剤
の
使
用
に
関

し
た
説
明
会
並
び
に
安
全
講
習
会
を
開

催
。メ
ー
カ
ー
担
当
者
か
ら
登
録
内
容
・

薬
剤
特
性
・
注
意
事
項
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

秋
ま
き
小
麦  

播
種
前
講
習
会

普及センターによる説明

秩父別地区

妹背牛地区

JA関﨑技術指導員による説明 沼田地区
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七
月
二
十
三
日
、
秩
父
別
支
所
十
五

号
倉
庫
に
て
、
北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン
生
産

組
合
（
松
永
徹
組
合
長
）
は
、
目
揃
い

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
よ
り
七
月
二
十
二
日
付
で
の
出

荷
状
況
と
し
て
、
計
七
六
六
ケ
ー
ス
。

宅
配
注
文
状
況
に
つ
い
て
は
規
格
別
に

計
二
，
〇
八
二
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
集
荷
日
時
、
手
数
料
や
精

算
要
領
、
糖
度
や
重
量
・
玉
数
な
ど
の

箱
詰
要
領
、
ま
た
、
十
一
月
に
企
画
し

て
い
る
研
修
旅
行
に
つ
い
て
案
内
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
日
、
北
い
ぶ
き
蔬
菜
類
生

産
組
合
（
眞
島
秀
樹
組
合
長
）
ミ
ニ
ト

マ
ト
部
会
は
、
秩
父
別
農
産
物
集
出
荷

施
設
に
て
令
和
四
年
産
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

目
揃
い
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
よ
り
、
集
荷
時
間
・
選
果
休
日

の
案
内
や
出
荷
規
格
に
つ
い
て
、
当
日

選
果
さ
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
品
質
や
形

状
、
ま
た
色
に
つ
い
て
は
道
外
向
け
と

道
内
向
け
の
出
荷
先
別
で
説
明
し
、
参

加
し
た
生
産
者
全
員
で
再
確
認
し
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
で
は
七
月
八
日
よ
り

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
選
果
・
出
荷
が
始
ま
り
、

七
月
下
旬
か
ら
八
月
に
か
け
て
出
荷
の

最
盛
期
と
な
り
ま
し
た
。

北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン
生
産
組
合  

目
揃
い
会

箱詰めされた出荷前の製品を確認する生産者の皆さん

北
い
ぶ
き
蔬
菜
類
生
産
組
合

ミ
ニ
ト
マ
ト
目
揃
い
会

規格サイズを比較し、確認する生産者の皆さん
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七
月
十
六
日
、
沼
田
町
内
水
稲
生
産

者
の
圃
場
に
て
、コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ「
田

ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
隊
」
ツ
ア
ー
が
開

催
さ
れ
、
関
係
者
含
め
三
一
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
を
中
心
に
圃
場
周
辺
の
畔

や
田
ん
ぼ
に
浮
か
ぶ
カ
エ
ル
や
昆
虫
を

見
つ
け
て
は
、
熱
中
し
て
捕
ま
え
て
い

ま
し
た
。
各
々
捕
ま
え
た
生
き
物
は
参

加
者
同
士
で
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、Ｊ
Ａ
職
員
案
内
に
よ
り
、

カ
ン
ト
リ
ー
施
設
・
雪
む
ろ
を
見
学
し
、

お
米
へ
の
取
り
組
み
を
参
加
者
の
皆
様

へ
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
四
日
、
沼
田
町
「
農
天
気

の
会
（
藤
村
富
士
子
代
表
）」
は
、
辻

則
行
さ
ん
（
沼
田
地
区
・
沼
田
東
部
西
）

の
圃
場
に
て
、
沼
田
小
学
校
四
年
生
児

童
十
二
名
と
メ
ロ
ン
の
皿
敷
き
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

六
月
に
定
植
し
た
メ
ロ
ン
は
き
れ
い

に
ネ
ッ
ト
が
張
り
、
収
穫
適
期
ま
で

二
十
日
程
と
成
長
し
て
い
ま
し
た
。「
皿

敷
き
」
は
、病
気
や
傷
を
防
ぐ
目
的
で
、

通
常
は
ネ
ッ
ト
が
張
る
前
に
行
わ
れ
る

作
業
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
「
う
で
ぬ
き
」
姿
で
、

片
手
で
大
き
く
育
っ
た
メ
ロ
ン
を
持
ち

上
げ
な
が
ら
、
皿
敷
き
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
収
穫
の
終
わ
っ
た
ハ
ウ
ス

に
て
、
残
さ
れ
た
皿
を
一
人
一
〇
〇
～

二
〇
〇
枚
も
拾
い
集
め
、
メ
ロ
ン
生
産

者
の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る

メ
ロ
ン
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
実
施
し
、

道
具
の
使
用
方
法
や
ネ
ッ
ト
の
網
目
が

で
き
る
理
由
な
ど
、
体
験
中
に
学
ん
だ

事
を
復
習
し
ま
し
た
。

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
隊
」ツ
ア
ー

JA職員が米施設内を案内し、
操作盤を基に調製の流れを説明しました

沼
田
小
学
校

メ
ロ
ン
体
験
学
習 

皿
敷
き
体
験

大盛り上がりのメロンクイズ メロンを落とさないように慎重に皿敷きを行いました

参加した皆さんにはかき氷が振舞われました
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〜 THE YOUTH FACE〜

　
祖
父
母
、
両
親
が
農
業
を
し
て
い
る
環

境
で「
い
つ
か
は
農
家
を
継
ご
う
」と
思
っ

て
お
り
、
三
十
歳
を
過
ぎ
子
供
も
生
ま
れ

た
こ
と
を
機
に
就
農
し
ま
し
た
。
前
職
と

は
異
な
り
、
屋
外
で
の
自
然
相
手
に
す
る

仕
事
で
就
農
当
初
は
色
々
と
苦
労
を
し
ま

し
た
。

　
米
価
の
下
落
、
資
材
の
高
騰
な
ど
厳
し

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
食
の
安
全
・
安
心

を
目
標
に
営
農
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
知
名
度
が
上
が
っ
た
北
海
道
米
品
質

向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
は
、
親
と
共
に
営
農
を
し
て
い
る

が
、
こ
の
先
、
今
ま
で
通
り
の
営
農
が
で

き
な
く
な
る
と
思
う
と
不
安
は
あ
り
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
省
力
化
等
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
仕
事
が
大
変
・
き
つ
い
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
「
農
業
」
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
少
し
ず

つ
導
入
し
、
若
い
世
代
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
仕
事
に
な
る
よ
う
な
営
農
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

青
年
部
で
の
活
動
を
五
年
ほ
ど
経
験

し
、
他
地
域
と
の
情
報
交
換
や
交
流
の
場

と
し
て
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
役
員
も
三
年
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
思
う
よ
う
な

活
動
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
青
年
部

で
し
か
で
き
な
い
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、
今
後
の
盟
友
に
も
つ
な
が
る
運
営

を
し
て
い
き
た
い
。

青
年
部
活
動
へ
の
思
い

水稲の収穫作業にてコンバインを操作する田丸さん

田植え作業中の田丸さん

田丸　雅統さん

秩父別地区・北新農事組合

作付品目
水稲・花卉・ニンニク

就
農
し
た
き
っ
か
け

こ
れ
か
ら
の
営
農
に
む
け
て
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斉
藤
　
健
太

（
沼
田
地
区
・
沼
田
東
部
西
）

農
業
を
学
び
、
そ
し
て
仕
事
も
早
く

一
人
前
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め

頑
張
り
ま
す
。

新
青
年
部
盟
友
紹
介

　

令
和
四
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

青
年
部
各
支
部
に
加
入
し
た
新
た
な

盟
友
た
ち
を
紹
介
致
し
ま
す
。

桃
野
　
翔
太

（
秩
父
別
地
区
・
穂
栄
）

青
年
部
の
先
輩
方
の
声
を
吸
収
し
、

一
人
前
の
農
家
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

金
森
　
健
汰

（
秩
父
別
地
区
・
穂
栄
）

農
業
で
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を

目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

藤
岡 

　
　
寛

（
秩
父
別
地
区
・
稲
豊
）

父
の
よ
う
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

山
崎
　
　
蓮

（
秩
父
別
地
区
・
穂
栄
）

一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
田
　
俊
哉

（
妹
背
牛
地
区
・
妹
背
牛
北
）

分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
の
で
、

先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

畑
地
　
　
建

（
沼
田
地
区
・
沼
田
東
部
東
）
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第
六
回
理
事
会
〈
七
月
二
十
八
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
反
社
会
的
勢
力
等
と
の
取
引
排
除
に

か
か
る
対
応
事
務
手
続
に
基
づ
く
、

「
反
社
会
的
勢
力
の
認
定
結
果
」
に

つ
い
て

○
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ

い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
度
経
営
分
析
結
果
に
つ
い

て
○
組
合
員
組
織
会
計
事
務
取
扱
要
領
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
お
盆
休
暇
と
各
部
門
の
業
務
対
応
に

つ
い
て

○
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○
賃
貸
物
件
の
解
約
通
知
受
領
に
つ
い

て
○
令
和
三
年
度　

支
所
別
・
部
門
別
損

益
計
算
書

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
○
職
務
権
限
表
（
職
制
規
程
）
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
う
る
ち
米
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
産
民
間
流
通
麦
の
全
道
共

計
概
算
金
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
産
麦
の
出
荷
状
況
に
つ
い

て
○
花
卉
・
蔬
菜
取
扱
実
績
に
つ
い
て

○
水
稲
防
除
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
度
水
稲
・
畑
作
品
目
別
作

付
面
積
調
査
に
つ
い
て

○
農
産
物
の
生
育
状
況
（
七
月
十
五
日

現
在
）
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
令
和
四
年
使
用　

肥
料
大
口
引
取
奨

励
実
績
に
つ
い
て

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
六
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

随
時
監
査
に
係
る
監
査
結
果
の
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　
「
会
議
体
管
理
規
程
」、
並
び
に
「
余

裕
金
運
用
に
か
か
る
リ
ス
ク
管
理
手

続
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　
「
事
務
引
継
規
程
」
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
四
号

　
「
福
利
厚
生
規
程
」
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
五
号

　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
承

認
に
つ
い
て

□
退
職
〈
七
月
二
十
二
日
付
〉

　

鈴
木　

久
昭

　
　
（
秩
父
別
支
所
農
機
車
輌
課
農
機

車
輌
係
）

□
退
職
〈
七
月
三
十
一
日
付
〉

　

丸
谷　

み
ず
え

　
　
（
沼
田
支
所
燃
料
課
燃
料
係
）

□
退
職
〈
八
月
四
日
付
〉

　

小
竹　

真
二

　
　
（
生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材
課

生
産
資
材
係
）

理
事
会
報
告

12



　

七
月
六
日
・
七
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

沼
田
支
所
寿
会
（
沼
本
幸
子
会
長
）
は
、

道
南
方
面
へ
の
研
修
旅
行
を
開
催
し
、

九
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
白
老
町
の
「
ウ
ポ
ポ
イ

国
立
ア
イ
ヌ
文
化
博
物
館
」
に
て
、
ア

イ
ヌ
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
、
豊
富

な
映
像
と
資
料
を
会
員
は
興
味
深
く
視

察
し
て
い
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、伊
達
市
に
あ
る
「
藍
工
房
」

に
て
、
バ
ン
ダ
ナ
の
藍
染
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
天
然
藍
の
美
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
二
日
目
は
、
白

鳥
大
橋
記
念
館
と
地
球
岬
展
望
台
を
視

察
し
、
非
常
に
学
び
多
い
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

　

七
月
七
日
、
女
性
部
妹
背

牛
支
部（
西
村
智
子
支
部
長
）

は
、
千
歳
・
札
幌
・
岩
見
沢

方
面
へ
部
員
二
三
名
参
加
の

も
と
、
部
員
一
日
研
修
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
新
千
歳
空
港

に
て
昼
食
を
と
り
、
特
産
品

等
の
お
土
産
選
び
を
楽
し
み

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
札
幌

市
の
「
円
山
動
物
園
」
を
訪

れ
、
心
癒
さ
れ
る
か
わ
い
い

動
物
た
ち
を
見
て
回
り
ま
し

た
。
最
後
に
、
岩
見
沢
市
の

「
天
然
温
泉
ゆ
ら
ら
」
に
て

夕
食
を
取
り
な
が
ら
、
懇
親

を
深
め
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
当
初

計
画
の
視
察
先
で
の
研
修
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三

年
ぶ
り
の
部
員
研
修
を
開
催

で
き
た
こ
と
で
、
参
加
し
た

部
員
の
皆
さ
ん
は
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

女
性
部
妹
背
牛
支
部  

部
員
研
修
旅
行

女
性
部
沼
田
支
部
寿
会  

研
修
旅
行

手作業での藍染を体験

きれいな藍色に染まりました

ウポポイ（民族共生象徴空間）にて
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七
月
九
日
、青
年
部
妹
背
牛
支
部（
長

谷
修
幸
支
部
長
）
は
、
妹
背
牛
支
所
駐

車
場
に
て
豊
年
祈
願
出
店
祭
り
を
開

催
。
会
場
で
の
飲
食
を
伴
う
「
焼
肉
祭

り
」
に
代
わ
る
事
業
と
し
て
、
焼
き
鳥

を
中
心
と
し
た
持
ち
帰
り
の
み
の
出
店

を
用
意
し
、
妹
背
牛
町
民
を
対
象
と
し

た
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
青
年
部
沼
田
支
部
よ
り
盟

友
が
応
援
に
駆
け
付
け
た
ほ
か
、
秩
父

別
支
部
の
出
店
も
あ
り
、
会
場
は
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
九
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支

部
（
西
村
智
子
支
部
長
）
は
、
妹
背
牛

温
泉
ペ
ペ
ル
に
て
講
習
会
並
び
に
役

員
・
連
絡
委
員
合
同
一
日
親
睦
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、『
栄
養
の
摂
り
や
す

い
食
べ
合
わ
せ
に
つ
い
て
』
妹
背
牛
町

管
理
栄
養
士
の
小
森
有
華
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
、「
栄
養
素
を
一
日
ど
れ
く

ら
い
摂
る
と
良
い
か
」、
ま
た
、
体
調

に
合
わ
せ
た
予
防
・
回
復
の
食
事
に
つ

い
て
「
疲
れ
や
す
い
時
」「
貧
血
予
防
」

「
更
年
期
障
害
」「
骨
粗
鬆
症
予
防
」
に

は
何
を
食
べ
る
と
良
い
か
と
い
っ
た
内

容
で
、
大
変
た
め
に
な
る
講
習
に
な
り

ま
し
た
。　

　

そ
の
後
は
、
役
員
と
連
絡
委
員
の
親

睦
を
深
め
る
た
め
食
事
を
し
、
間
に
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

女
性
部
妹
背
牛
支
部

役
員
連
絡
委
員
合
同
一
日
親
睦
会

青
年
部
妹
背
牛
支
部

豊
年
祈
願
出
店
祭
り

この日は気温が高く、かき氷も盛況

青年部秩父別支部は「ヨーヨーすくい」や「かたぬき」の出店で参加しました
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ホクレン ＪＡ北海道厚生連 

ＪＡ共済連北海道 

ＪＡ北海道中央会 

ＪＡ北海道信連 

5月 29日に開催された札幌コレクション（サツコレ）にＪＡグループ北海道のブースを出店し、

若年層に対する北海道産のお米と砂糖の消費拡大などのＰＲを行いました。 

当日は、北海道米 LOVE又は、本会の Instagramをフォローして頂いた方に、道産食材を使

用した限定ガールズ小結（おむすび）２個セット 100個、限定苺団子 300個をプレゼントし、多く

の若者に足を運んでいただけました。 

JAグループ通信  各団体の詳しい取り組み内容については、 
 ＷＥＢサイトをご覧ください。 

本年も地域社会貢献活動の一環として、道内各市町村

の消防本部に救急車を寄贈しています。 

今年度は、滝川消防署・弟子屈消防署・稚内消防署に 

計 3台を寄贈しました。 

今年度の救急車を含めると、寄贈台数は累計で２１５台

となりました。 

  

ＪＡ と ＪＡ北海道信連 との間で相互に職員を出向させる

「人事交流」を H２２年度から実施しています。 コロナ禍で

中断していましたが、2年ぶりに再開し、今回は「ＪＡそらち

南」との人事交流です。 この取り組みを通じ、ＪＡバンク北

海道の体制・機能強化と人材育成を図ってまいります。 

 

 

7月 2日（土）に札幌ドームで行われた北海道日本ハ

ムファイターズ VSオリックスバファローズ戦に合わせて 

 

札幌厚生病院の本館入口に「タリーズコーヒー」がオー

プンしました。帯広厚生病院に次ぐ 2店舗目となります。 

5月 10日のオープン当初より多くの患者様などに 

ほっとできる癒しの空間としてご利用いただいています。 

◆人事交流 

今後も行政とＪＡとの連携

を図りながら、組合員ならび

に地域住民に安全・安心を

提供し続けるよう努力してま

いります。 

 

◆3台の救急車を寄贈 

◆北海道米の消費拡大イベントを開催 ◆札幌厚生病院で癒しの空間を提供 

◆SAPPORO COLLECTIONに出店！！ 

 

当日は、北海道米の消費拡大に向

け「記念ブース」と「日本酒試飲ブー

ス」を設置し、来場者へサンプル配布

や Instagramのプレゼントキャンペ

ーンなどを展開しました。 

オリックスバファローズ戦に合わせて

に向

「記念ブース」と「日本酒試飲ブー

ル配布

のプレゼントキャンペ

（写真は、昨年度実績です） 

 

砂糖の消費拡大・イメージアップに向けた「天下糖一プロジ

ェクト」のブースでは、OKASHI GAKU とのコラボで缶入りケ

ーキ「ふわ缶～ピンク～」を特別価格で販売し、150個完売と

なる大盛況ぶりでした。 

今後も北海道の食と農への理解を促し、サポーターづくりを

進めるとともに、若年層への情報発信も強化してまいります。 

 

 

『北海道米ななつぼしの日記念 

ホクレン北海道農業応援 DAY』 

を開催しました。 

◆よりぞうクラブ北海道 

 

 

 

全道 150名様に当たる「特産品カ

タログ」などのお得な情報を配信中！

「友だち登録」をお待ちしています！ 

 

札幌厚生病院にお

越しの際は、おいしい

コーヒーでリフレッシュ

してみませんか？ 

  今後も地域の皆様

に愛される取り組みを

行ってまいります。 
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ご契約例【保障の対象：営業用什器備品】 
火災共済金額 1,500万円 満期共済金額 50万円  
※共済価額:1,500万円 臨時費用共済金の支払割合 30％  

共済掛金（払込方法：年払 口座振替扱い） 
農作業場・倉庫など（普通物件第１種）   籾・雑穀乾燥施設※など（普通物件第２種） 

      単位：円   ※火力乾燥を行うもの  単位：円 

保障期間 
建物の構造   

保障期間 
建物の構造 

木・防火造 耐火造 
B・C 耐火造 A   木・防火造 耐火造 

B・C 耐火造 A 

30年 
（10年継続２回） 87,734 60,117 50,282   

30年 
（10年継続２回） 93,534 60,953 53,145 

20年 
（10年継続１回） 95,856 68,246 58,414   

20年 
（10年継続１回） 101,646 69,081 61,276 

10年 120,702 93,113 83,290   10年 126,457 93,941 86,148 

 
 
※お引受けには所定の条件があります。 
※継続特約を付すことにより、通算の共済期間を 20年または 30年にすることができます。継続後のご契約に適用される約款・掛金率は、継続の時における約款・掛金率
となります。 

※記載の税務の取扱いは、2022年１月末現在の法令等および国税当局への照会結果に基づくものであり、将来の取扱いを保証するものではありません。 

い つ 起 こ る か 分 か ら な い 
火 災 等 ・ 自 然 災 害 に 備 え る 

農業用建物内収容品保障プラン 

買い替え・修理にかかった実損害額を保障します！ 
※約款に定める基準により算定した損害額について、火災共済金額を上限にお支払いします。 
※地震等による損害を除きます。 

共済掛金の一部を必要経費に計上することができます！ 
※お支払いいただいた共済掛金のうち、満期共済金に充てるための積立共済掛金に相当する額を控除した残額を必要
経費とすることができます。 

ＪＡのむてきプラスがしっかりと保障します！ 

その他 
・地震により建物が倒壊し
収容品が損傷した 

・建物内をトラクターで走行
中、運転操作を誤り衝突
した農業機械が損傷し
た※ 
※トラクターの損傷は除きます 

 

・建物に収容されていた農
業機械が盗難被害
を受けた 

盗難 

・大雪により建物が倒壊し
収容品が損傷した 

風・雪害 火災 

・バッテリー、配線ショート等
による火災で収容品が
損傷した 

例えば、このような事故・災害が発生しても・・・ 

（2022年４月現在） 

火災はもちろん、地震や自然災害まで幅広く保障します！ 
※共済金のお支払いには所定の条件があります。 

＊建物内に収容されている時に生じた損害に限ります。 
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お問い合わせ先 

ＪＡ北いぶき 

※お引受けには所定の条件があります。 
※この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。また、ご契約の際には「重要事項説明書（注意喚起情
報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。 

 【22019990068】 

Ｑ１：農業用物件とは？ 

Ｑ２：保障の対象になる収容品とは？ 

Ａ１：農作業場、籾乾燥施設、個人が所有する住宅敷地外

の倉庫や農業法人が所有する倉庫などをいいます。 
※住宅と同一敷地にある納屋や格納庫は「住宅物件」となり、それらの建物に収容されているものは「家財
家具」となります。（お引受けには所定の条件があります） 

 

Ａ２：以下のような収容品が対象となります。 

項目 具体例 
農耕作業用 
小型特殊自動車 

トラクター、コンバイン、田植機など 
※道路運送車両法に規定する自動車を除きます。 

農業機械 
スプレイヤー、モアコンディショナー、ロールベーラーなどの被けん引作業機 
籾乾燥機、籾摺機など 
※１つあたり再取得価額１億円以内のものに限ります。 

農具 農業に使用している工具や鍬など 

農業用資材 農業に使用する農薬、肥料、飼料、牧草ロール、エサ用のわらなど 
※商品は除きます。 

その他 冷蔵庫、洗濯機など 
※表記は一例です。 
※外壁の一部または全部を欠く建築物（特定建築物）の収容品はお引受けできません。 

い つ 起 こ る か 分 か ら な い 
火 災 等 ・ 自 然 災 害 に 備 え る 

本   所 共 済 課 0164-33-2011 

妹背牛支所 貯金共済課 0164-32-2451 

沼 田 支 所 貯金共済課 0164-35-2221 
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「生花リレー」
秩父別温泉ゆう＆ゆ にて、
越智利政支部長（左）

８月10日に秩父別地区、
12日に沼田地区、

23日に妹背牛地区にて、
農薬空容器等回収を行いました

（写真は秩父別）

「生花リレー」
沼田町役場にて、
室田健一支部長（左）

「生花リレー」
妹背牛町役場にて、
原力哉支部長（中）と
定講保男さん（右）

８月18日、
ちっぷ納涼盆踊り大会が

開催されました

８月27日、
JA北いぶき女性部

加入推進イベントを開催

８月26日、
青年部秩父別支部は

秩父別小学校児童を対象に
食育事業を実施しました
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